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論文内容の要旨
レーザー核融合を達成するには，燃料を十分に均一に圧縮する事が必要不可欠であるo しかし爆縮の過程には， こ





理論モデルの構築に際して新たに. [""アプレーション面を通過する流体の流れを考慮する j. [""従来考慮されること
のなかった音速点よりアプレーション面にむかつて増大するモード，およびエントロピーモードを考慮する j. [""レー
ザ一照射初期段階で生じるアプレーション面付近の非一様性を示す新たな指標の考案」等を試みた。
熱平滑化現象を解析する手段として従来[""Cloudy day j と呼ばれるモデルが用いられてきた。同モデルによると
音速点で生じた温度擾乱は指数関数的に単調減少しアプレーション面に至るが，今回考案したモデルによると温度擾














出し I 2 次元シミュレーションによってその解の存在を確認しているo
(3) 熱平滑化については， これまで圧力摂動のみが議論されてきたが，照射レーザー光の不均一性に伴うアプレーショ
ン面での密度摂動が圧力摂動より大きいこと，また，密度摂動が圧縮過程で生じるレイリー・テーラー不安定性の
種として重要となることを見い出しているo
以上のように本論文は，照射レーザーの不均一性に伴う密度摂動の熱平滑化過程を解析する理論モデソレを提案し，
新しい解の存在を明らかにしたものであり， レーザー核融合研究，プラズ、マ物理に寄与するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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